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第44図４６号横穴墓平面・断面実測図（１／40）
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蓋(4)が出土している｡玄室には大量の埋土があり、Ｉ～Ⅶ層までは後世に埋まった土層であ

り､羨門付近のⅡ層に陶器の塊片(１９)が混入していた｡側壁には奥壁方向に数条の工具痕が見ら

れた。

47号横穴墓

４７号横穴墓は群中で西側から2番目に位置し､玄室主軸をＮ－２１ＬＥにとり､南南西方向に開

口する。

羨門部分の壁面は大きく剥落し､丸味を帯びる｡前庭部の床面は幅180cmを有し､．字状を呈す

る｡羨道は95cmと長く､羨門の床面において前庭部との境界に段を持つ｡玄室床面は袖部分の方

がやや長く､平入り隅丸長方形を呈する｡玄室床面中央には幅4cmの排水溝が見られた｡天井部は

ドーム形を成し､玄室の四ケ所のコーナーの壁面の境には床面から60cmほど稜線が認められた。

玄室床面と壁には幅4cmと幅5cmの工具痕が認められた｡玄室内より土師器の坪(１８)と青白磁の

蓋(16)が出土している。

48号横穴墓

４８号横穴墓は群中で最西端に位置し､玄室主軸をＮ－３０ｏ－Ｅにとり､南南西方向に開口する。

羨道部と玄室の前端部分の床面は削平を受けていた｡玄室床面は妻入り長方形を呈し､アーチ

形天井を呈する｡天井部と側壁との境は明瞭に稜線が認められた｡玄室床面中央には幅20cm､長

さ50cmほどの排水溝が付設している｡壁面には造墓当初の幅6cmの工具痕が認められた｡玄室内

より青磁の碗(１５)が出土している。

49号横穴墓

４９号横穴墓は玄室主軸をＮ－１８ＬＥにとり､南南西方向に開口する。

遺構はほぼ造墓当初の原形を保つ｡前庭部床面は幅170cmあり､羨門に横幅90cm,縦幅10cmの

長方形の掘り込みが施されていた｡また､羨門壁には床面より高さ90cmの位置において掘り込み

が認められることから当初羨門部分に蓋が施されていたのであろう。羨道は長さ70ｃｍを有し､高

さ72cmの玄門に至る｡玄室平面は逆台形を呈し､床面はほぼ平らである｡奥壁は床面より垂直に

立ち上がり、アーチ状を呈する｡天井部はほぼ平らなアーチ形を成し､玄門付近で緩やかに下降

し､羨道部に向かう｡奥壁ないし側壁には造墓当初の幅5cmの工具痕が認められた。

さらに､前庭部前には約50cmほど下がって横幅3.5ｍのテラス状の区画が認められた｡この部分

には拳大の喋がⅧ層で多数堆積しており、ある時期に閉塞石として使用されたものと考えられ

る｡なお､造墓当初の造成はＸ層とＸⅡ層まで削平を行っている。

羨門には50cm大の喋岩と前庭部下のテラスに見られる喋と同じものが羨門に積まれていた

が､土層の観察と遺物により後世におけるものと判断できた｡また､羨門でＶ層目の埋土から土
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第45図４７号横穴墓平面・断面実測図（１／40）
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師器の坪(17)が反転した状態で出土している｡また､玄室内のⅣ層目より陶胎染付塊(20)が出土

し､Ｖ層目より土師器の蓋(14)が出土している。なお､前庭部の最前端には上面で幅30cmあまり

の溝状の掘り込みが認められた｡これは土層の堆積状況から最終的に掘削されたものと判断さ

れる。また､前庭部と前方部の落ち込みとの間の右側には直径40cmの円形の掘り込みが見られ、

遺構の状態からある時期に柱状のものが立てられていたと思われる。

50号横穴墓

５０号横穴墓は49号横穴墓の床面より約1ｍ高い所に位置し､玄室主軸をＮ－５ｏ－Ｅにとり、南方

向に開口する。

前庭部は幅170cm､奥行約60cmと49号横穴墓に比べて狭い｡羨門床面には横幅100cm､縦幅25ｃｍ

の長方形の掘り込みが施され､蓋がこの部分に付設されたものと考えられる｡羨道は長きlOOcm

を有し､天井部の高さは一定である｡玄室床面は整った妻入り長方形を呈し､奥壁は垂直に立ち

上りアーチ状を成す｡天井部はアーチ形を呈し､緩やかな弧を描きながら玄門に至る。天井中央

部に見られる亀裂は自然現象によるものと考えられる｡奥壁と側壁に造墓当初の幅5cmの工具痕

が見られた。

羨門は埋土により塞がれ､Ⅲ層からⅥ層にかけては拳大の磯が混入し､閉塞石に使用されたも

のと考えられる｡前庭部ないし羨門の左半分にはこの際が少なく土層の観察により一度開口さ

れていることが窺えた｡前庭部下部の落ち込み部分にこの喋が広がっていることから掻き出し

た時点で廃棄されたものと判断される。
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横穴墓

番号

１号墓

2号墓

3号墓

4号難

5号墓

6号墓

7号墓

8号墓

9号墓

10号墓

11号蕊

12号墓

１３号蕊

14号墓

15号墓

16号墓

17号墓

１８号墓

19号墓

20号墓

21号墓

22号幕

23号蕊

24号墓

25号墓

茨 羨道

幌 高さ長さ

4６ 8０

4２ 6０

5０ 7５

4７ 7０

4８

3１ 6５

玄門

幅 尚さ プラン

妻入り

不整形

6０

平入り

楕円形？

妻入り

隅丸長方形

姿入り

隅丸長方形

5５

妻入り

羽子板形

5６
妻入り

隅丸長方形

5２
妻入り

長方形

6０ 7０
妻入り

長方形

6５ 7５ 隅丸方形

方形

妻入り

長方形

妻入り
長方形？

8０
妻入り

隅丸長方形

7４ 方形

妻入り

楕円形

4３ 6３
妻入り

羽子板形

妻入り

長方形

5２
妻入り

隅丸擬方形

方形？

妻入り

隅丸長方形

隅丸辿台形

方形

第２表

〃
＝へ

長さ

160

155

１８５

200

180

180

200

170

１７０

200

１７０

最大幅

130

１２０

9０

7０

１

1４５

1４５

190

9０

7６

145

160

9０

1０５

8０

8５

154

1０３

170

180

宗

天井形

アーチ

アーチ

(陵布）

アーチ

(俊布）

アーチ

アーチ

(稜布）

アーチ

(稜ｲＩ）

アーチ

アーチ

(俊有）

アーチ

(稜有）

アーチ

(稜有）

アーチ

(稜有）

アーチ

(稜有）

ドーム

アーチ

(稜ｲi）

アーチ

(稜有）

アーチ

アーチ

(稜有）

アーチ

アーチ

(稜ｲi）

アーチ

(稜有）

アーチ

アーチ

(稜有）

尚さ

5６

5８

4０

5５

9０

9０

6５

4０

1２

6５

7６

6０

6５

110

6４

9０

9３

蕊遺榊一覧表（１）

6７

川土世物 備考

耳環

須恵器・蕊？

飲竪

須恵器・壷？

(単位はc､）



横穴難
番ザ

26号墓

27号墓

28号難

29号蕊

30号墓

31号蕊

32号蕊

33号難

34号難

35号難

36号墓

37号蝋

38号蕊

39号難

40号墓

41号難

42号蝋

43号蕊

44号墓

45号墓

46号墓

47サ墓

48号墓

49号墓

50号墓

羨門

幅 尚さ

4０ 8０

2０

4５

3９ 6０

3０

４５ 6０

4５

4５ 6６

4７ 6０

羨道 玄門

及さ 柵 高さ

5０ 6２ 6７

5０ 5０ 7０

5０

6５

7０ 5０ 7４

6３ 7０

5０

9５ 4５ 6４

7０ 7５ 7２

1００ 6５ 5７

玄 室

プラン

方形

妾入り

長方形

方形

妻入り

長方形

方形

妾入り

逆台形

妾入り

長方形？

妻入り

逆台形

妻入り

健方形

菱入り

農方形

方形？

隅丸方形？

要入り

隅丸長方形

隅丸艮方形

妻入り

隅丸逆台形

方形

平入り

逆台形

円形

方形？

妾入り

長方形

妾入り

隅丸長方形

妻入り

長方形

逆台形

妾入り

長方形

第３表

優さ 雌大幅

180 160

9０ 4０

１７０ 160

200 200

172 1１５

200

196 100

８２

1８５

185

200

170 150

197 185

185 175

155 １８５

1４５ 1２８

200 6２

180 234

180 125

185 1８５

185 153

天井形

アーチ

(稜ｲi）

平天井

アーチ

(稜ｲＩ）

ドーム

アーチ

(稜ｲＩ）

アーチ

(稜右）

アーチ

(稜ｲi）

アーチ

(稜有）

アーチ

(稜ｲＩ）

アーチ

(稜布）

アーチ

(稜有）

アーチ

(稜ｲIi）

アーチ

(稜ｲi）

アーチ

(稜有）

アーチ

アーチ

(稜ｲi）

アーチ

アーチ

(稜有）

ドーム

アーチ

(稜有）

アーチ

(稜ｲI.）

ドーム

アーチ

(稜右）

アーチ

(稜ｲI.）

アーチ

(稜有）

高き

9０

2８

7８

6５

7７

9２

9０

8２

5２

108

7７

9３

8２

t墓遺櫛一覧表（２）
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州土遺物

狐忠器・長頚揃
脚、 、 刀子

敏恵器・横瓶

猟恵器・短頚

磁器（染付）

瓶恵器・壷

磁器・小坪

磁器

須恵器・蓋
陶器・塊

土師衝土器・坪
1‘泊磁・蓋

iii磁・碗

緬恵器･蓋､土師

器･蓋･坪､陶胎染付

備考

(単位はぐ､）



３出土遺物

出土遺物は､早くから開口された横穴墓が大半を占めていることと二次的利用に伴う加工に

よって床面が下げられていることから遺物の点数は極めて少量である｡埋葬当初の遺物につい

ては7世紀中葉の所産を中心とする須恵器が未開口横穴墓より若干出土が見られる。しかしな

がら､副葬品の質･量ともに6世紀代の横穴墓に見られるものと比較して大変劣っている。また、

玄室内部に二次的加工の認められる玄室からは中世から近代に相当する遺物が確認されてお

り､横穴墓の二次的使用が窺える｡出土人骨については横穴墓によって遺存状態は様々であっ

た｡埋葬当初の人骨は歯が残る程度であり､5号横穴墓で近世に相当する人骨が出土している以

外､当初の人骨に該当しないものも一部で確認されている。したがって､埋葬人骨からの分析は

大変困難となっており､遺物のみの検討に留めることとなった。

(1)の坪身は､底部にやや丸味をもち､緩やかに傾斜して口縁部に至る｡マキアケ､ミズビキ成形

を行い､底部は回転へラ切り後ナデ調整を施す。

(2)は高台部分しか残っておらず器形は不明である｡高台は､八の字形に付され､接地部は平らで

ある｡高台から底部にかけては回転へラ削り調整を施し､体部は回転ナデ調整を行っている。

内面は､不整方向のナデが見られる。

(3)の蓋は､マキアケ､ミズビキ成形により、内面と底部に回転ナデ調整を施す。

(4)の蓋は､非常に小型で受部が水平方向に伸び､内面のかえりが比較的長いものである｡天井部

には擬宝珠に近いつまみが付されている｡成形は､マキアゲ､ミズビキを行い､天井部外面には

回転へラ削り調整で､他の各部は回転ナデ調整である｡なお､口縁部近くにへう記号を施して

いる。

(5)の高坪は坪部の体部に1条の稜をもち､坪部は丸味をもって立ち上がっている｡脚は緩やかに

外反し､裾部で内湾して下がり、これに沈線を巡らせ､さらに端部で広がる。

(6)の高坪は､短い脚をもつもので､ラッパ状に外反した後､端部付近で屈曲させ短く水平に伸

び､やや外傾ぎみに下る｡調整は回転ナデ調整が施される。

(7)の短頚壷は､直立する短い口頚部をもち､体部は口頚基部よりなだらかに下り、1条の稜線を

有する｡外面は､回転へラ削り調整が行われ､内面は回転ナデ調整が施されている。

(8)の蕊は､口縁部が緩やかに外反し､端部でわずかに肥厚する以外はほぼ厚さは一定である｡外

面には回転クシナデ調整を施し､刺突文が数条見られ､その間に2条の波状文が施されている。

(9)の壷は､口頚部が緩く外反し､口縁端部は丸味を帯びている｡体部は球形に近い形態である。

外面上部は回転ナデを施すが､底部は平行叩き後､半スリケシ調整を行っている｡内面底部は

粘土を張り付けた後､指オサエ調整痕がみられる。

－６９－



('0)は平瓶と思われるもので､底部より体部にかけて緩やかに立ち上がる｡外面はカキ目調整が

施されている。

(,,)は喪と思われるもので､外面にはカキ目調整が施され､内面には円弧叩きの痕跡が残ってい

る。

('2)は横瓶と思われるもので､外面はカキ目調整､内面には円弧叩きが施されている。

(,3)は喪と思われるもので､外面は平行叩き後､半スリケシを行っている｡内面は同心円叩きを

施している。

('4)は土師器の蓋で､天井部はほぼ平らで口縁部にかけてなだらかに傾斜し､口縁端部で丸味を

帯びる｡天井部は手持ちのへラ削りを施し､それ以外は回転ナデ調整が行われている。

(15)は青磁の碗で､垂直に伸びた高台をもつ｡底部は厚く、口縁部に向かって緩やかなカーブで

立ち上がる。

(１６)は青白磁の蓋で､天井部に蓮弁を施し､かえりの部分と内面には紬が施されていない。

(17)の土師器の坪は､平底の底部と体部との間に屈曲部をもち､口縁部にかけて直線ぎみに立ち

上がり、口縁端部でやや外反し､丸味をもって屈曲する｡底部は回転へラ削りが行われ､その他

は回転ナデ調整が施されている｡なお､外面底部には十字の形Iこへラ記号が見られる。

(１８)の土師質土器の坪は､体部が不明であるが､立ち上がりが直線的に見られる｡底部には板状

圧痕が残されている。

(19)の陶器の塊は､肥前で焼かれた京焼風陶器である｡表面には絵付けが施されている。

(20)は､肥前系の陶胎染付坑である。

(21)は､磁器の小坪で径7.8cmを測る。

(22)は､型打ち成形した碗で､外面には鶴をモチーフとした模様が巡っている｡底部には産地と

窯を示す記号が施されている。

(23)は型打ち成形の小坑である｡外面には､中国風の人物と木が描かれている｡内面中央には､茶

舗の名と電話番号が書かれている｡電話番号からすれば明治末以降のものと推測される。

(24)の刀子は､鞘口を有し､柄部には木質が残っている。

(25)の耳環は､銅製でその回りに金の鍍金を施すもので､径１．９cm､厚さ5.0mmを測る。

(26)は､鉄製の盤で､全長16.8cm､刃先幅2.2ｃｍを測る。

(27)は､鉄製の盤で､残存長は19.9cmを測り、断面は方形で幅1.6cmを測る｡頭部は約3mmほど屈曲

し､断面は楕円形を呈する。

－７０－
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第４表出土遺物一覧表 (単位はc､）

7４

遺物

番号
j､備名 器撒

胎土

鉱物
ユロ

色 調

内面 外、

器而淵整

内面 外、

iIi（c､）

口催 器高 雌 底部
備考

1 炎係
#惚器

郎身
細粒 淡鼎灰色 淡巽灰色

ロクロ回転
ヨコナデ

ロクロロ職
ﾖコナデ

１１．１ 3.8 ７．０ 噸へﾗiillI暇ﾅテ

ワ
】
26号

玄案内
郷凶器
金ウンモ

i１１閃石
撒粒 淡赤撚色 淡黒灰色

ｲ聴力向
ナデ

ロクロロ極
ヨコナデ

1０．４

３
49号

iiij腿部

伽忠器
盤
鼎ウンモ 細粒 淡箭赤色 淡黄赤色

ロクロ回転
ヨコナデ

ロクロロ絃
ヨコナデ

４
.16号

Iii雌祁

緬忠器
盤

徹粒 ililk色 螺灰色
ロクロ回転
ヨコナデ

ロクロ回転

ヨコナデ
6.6 3.9 9.0

天井細こへラ記号

宝珠柵)付け

５
26号

玄室内

荊愈器

間坪
微粒 灰白色 鼎灰色

ロクロ回転

ヨコナデ

ロクロ回転

ヨコナデ
9.5 8.2 8.7

６ 炎係
伽幽器
商坪

細粒 淡版白色 淡灰白色
ロクロ回転
ヨコナデ

ロクロ回転
ヨコナデ

9.3

７
34号
典案内

純&器
圃罰壷

徹粒 卿(色 蝿灰色
ロクロロ転
ヨコナデ

ロクロロ極

ヘラ削り
6.6 1２．２

８
茨採
典側

郷u器

盗
徹粒 灰蝋色 蝋色 ヨコナデ ヨコナデ 二条の波状文

９
40号

iiij歴部
０

１《Ｉ

器
細粒 淡i'i灰色 淡黒色

ヨコナデ

底冊棉ｵサェ
底部に

平行タタキ痕
14.5 17.71７．９

1０ 淡係
荊忠器

平瓶
砂粒 淡灰色 蹄黒色

ロクロ回転

ヨコナデ

カキ目調整

手持ちへﾗiiIlll
６．０

1１
11号

Iiij隆柵

刷感器

翌？
撒粒 俄灰褐色 淡灰白色 '11弧叩き カキ目調整

1２ 33号
Iiij庭部
緬惣器

愉瓶
微粒 蝋色 淡黒灰色 ''1弧叩き 平手叩き

１３
21号

内
猟懸器

翌？
細粒 淡製灰色 淡灰色 当て1噸 タタキ槻

1４ 49号
内
蜘忠器
盤
伽Ⅲ石
赤色陵化土粒

徴粒 淡洲漆色 淡箇白色 ロクロ回転
ヨコナデ

ロクロロ権
ヨコナデ

14.2 2.5 8.8

1５ 48号

玄室内
ｆｉ磁

碗
徹粒 i総灰色 淡緑灰色 6.2

1６
47号

玄室内

1拍随

萱
徹粒 日世 淡緬池 4.2 1.4 ５．９

１７
49号

Iiii膳部
土師器

坪

石英、黒ウン

ﾓ、miNl石
細粒 Iﾘ城白色 明黄白色 ロクロ回転

ヨコナデ

ロクロロ極
ヨコナデ

14.2 4.9 8.3底部Iこへラ記号

1８
47号

玄室内
土師質

坪
角閃石
赤色雌化土粒

細粒 1W赤純 明赤繋色 胤状ナデ

１９
46号

前庭部

陶器

塊
淡灰禍色 淡灰削色 9.4

2０ 49号

玄室内
陶胎染

付塊
徹粒 灰白色 灰白色 10.8 7.3 5.2

2１ 44号
玄室内

磁器

小坪
撒粒 白色 白色 ヨコナデ ヨコナデ 7.8

2２ 45号
前庭部
磁器
碗

|池 白色 10.4 5.7 ４．２

2３ 37号

玄室内
磁器

小碗
白色 白色 8.4 4.8 ３．６

2４
26号

典室内
〃子

2５ 4号
玄室内
耳環

2６ 16号
玄室内
塾 全長16.8.、

幅2.2cｍ

2７
茨様

東側
里



第Ⅳ章まとめと考察

１形態分類について

横穴墓の内部構造は主として玄室の平面形態と天井の形態によって分類され、さらに羨道の

形態、玄室内施設などによる形態分類もあげられる。長谷横穴墓群の内部構造をみると、玄室

の平面形態は大きく方形、妻入り長方形に分類できる。この内、妻入り長方形については大型

のものと小型のものが見られ､さらに両袖のものと無袖のものとに細分できる｡天井形態はドー

ム形とアーチ形とに分類できるが、アーチ形はさらに奥壁と側壁および天井とが区別を明確に

示すものと、区別の付かないものに分けられる。こうした各内部構造の形態から、長谷横穴墓

群では４類に形態分類をおこなった。

Ａ類は平面形が方形を呈し、天井がアーチ形を成すものである。このうち天井形には２型式

あり、奥壁の高さがほぼ天井高と同じで平らなものをＡ類ａとし、奥壁が天井に向かって内脅

し、奥壁と天井との境が最も高くなるものをＡ類bとした。いずれも奥壁は側壁との境に明瞭

な稜線を有するものである。なお、Ａ類ａは、羨道部と玄室との境界において明瞭なものをＡ

類alとし、奥壁から羨道にむかって天井が真っすぐ伸びて羨門に至り、境界が不明瞭なものを

Ａ類a2に分類した◎

Ｂ類は平面形が妻入り長方形を呈し、天井がアーチ形を成すものである。このうち大型と小

型の規模によってＢ類ａとＢ類ｂに大別した。Ｂ類ａの平面形は妻入り長方形を主とするが、

やや袖が奥壁幅に比べて狭いものも包括する。奥壁は床面から垂直に立ち上がり天井部に至っ

ている。天井部はほぼ平らである。Ｂ類ｂは、Ｂ類ａと比較して玄室規模が小さく、玄室の幅

も大変狭いのが特徴である。なお、Ｂ類のａとｂを羨道部と玄室との境界の有無により、さら

に４形態に細分した。

Ｃ類は妻入り小型長方形であり、天井はアーチ形を成すものである。平面形において玄室前

壁の袖は退化しており認められない。このため、羨道から奥壁に向かって一直線に掘削がおこ

なわれており、奥壁側に広がりを見せる。奥壁は床面より垂直に立ち上がり天井部に至ってい

る。天井高は奥より羨門にかけてほぼ水平である。

Ｄ類は平面形が方形もしくは平入り長方形を呈し、天井がドーム形を成すものである。長谷

横穴墓群においてわずか３例の確認であった。

以上のように玄室は４類に分類できたが、内部構造における形態の相違は造墓の時間的先後

関係を示す一つの目安となるものである。こうしたことから各部類ごとに形態的特徴をふまえ

てその変遷を推察したい。

Ａ類では、まずＡ類alとＡ類a2との先後関係が挙げられる。Ａ類alはＡ類a2に比べ玄室と羨

道の境界が明瞭に認められ、細部にわたり造りが丁寧に仕上げられている。ところがＡ類a2で

－７５－



は玄室と羨道の天井の境が不明瞭になり、最終的に奥壁から羨門にかけて天井部がなだらかに

伸び、玄室天井部と羨道天井部が繋がる。こうしたことからＡ類alからＡ類a2の変遷が想定さ

れる。

Ｂ類においても、Ａ類ａ同様に次第に天井部において退化傾向が認められることからＢ類ａｌ

からＢ類a2の変遷が想定できる。さらにこうした退化傾向は横穴墓の規模においても影響が見

られると考えられることから、Ｂ類al→Ｂ類a2→Ｂ類bl→Ｂ類b2の序列が推測される。

Ｃ類は、Ｂ類ｂの形態において玄室前壁の袖が退化したものであることから、これに後出す

る形態と考えられる。

Ｄ類は墓数が極めて少ないため形態的特徴により時期差を判断することはできない。しかし

ながら、本横穴墓は県下の横穴墓形態の変化を見た場合、４類中で肢も古い形態に比定できよ

う。

これらＡ類からＤ類の相対年代を推定すれば、まず最初にドーム形天井を呈するＤ類が出現

したものと思われる。さらにＡ類alとＢ類alが大差ない時期差で出現したものであろう。それ

らはそれぞれalからa2の変遷を想定することができる。その後、玄室規模が縮小したＢ類ｂｌ・

b2が出現し、次第に玄室の前壁の袖が退化したＣ類に移行するものと考えられる。

これらＡ類からＤ類の絶対年代は玄室内部の拡張されたものが多いことや、出土遺物を伴う

横穴墓が一部の確認であったことから各形態の時期を判断することは困難である。ただし、２６

号横穴墓(Ａ類al)と40号横穴墓(Ｂ類al)から７世紀の第２四半期の須恵器が出土し、４６号横穴

墓(Ｃ類)よりやはり７世紀の第２四半期の須恵器が出土している。しかしながら26号横穴墓と

40号横穴墓は追葬時の遺物であり、横穴墓の構築年代はそれより逆上ることは明白である。一

方の46号横穴墓の遺物は初葬時のものであることから構築年代を示すものと言えよう。こうし

たことからもＡ類とＢ類はＣ類より先行して出現した形態であることを確認するに至ってい

る。

分顛

aｌ

Ａ繭 a２

ｂ

zll

a２

1噸
ｂｌ

b２

Ｃ類

、顛

↓‐
＝ぺ

平 面形

方形

方形

方形

典入り長方形

典入り腿方形

典入り腿方１ (小型）

災入り腿方形(小珊）

災入りlを方形(小型）

方形

天井形

アーチＨ

アーチ形

アーチ形

アーチ1１

アーチ形

アーチル

アーチ形

アーチ形

ドーム形

袖

有

有

有

有

有

有

有

無

有

玄室と

淡道の

境

明瞭

不明

明

明瞭

不明瞭

？
●

不明瞭

不明瞭

明瞭

備考

天井が平らなもの

奥壁が雌も商いもの

奥壁が形成されていない

第５表形態分類表
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横 穴墓

13号．25号｡26号．28号．41サ．42号･45号

12号．3０ ;･･32号･35号･36号．38号

22号．2４ ノ

１０号･'１ ﾉ･･40号．48号．49号．50号

9り．

4サ･5号

１９号．

･8号･'4号･'5号･'8号．20号

21号｡23サ．27号．33号．34号．46号

2サ．29号．47号



２分布と群構成について

長谷横穴墓群は東西に長く、地層に沿って分布し、Ａ群でＩ支群（１号横穴墓）とⅡ支群（２

号～８号横穴墓）とⅢ支群（９号～48号横穴墓）によって形成されている。Ｂ群は、４９号．５０

号横穴墓の２基で形成されている。この内のＡ群のⅣ支群では､上下２段の分布が認められる。

下段に位置する横穴墓は16号・’7号・’9号.２１号．２３号．２６号．３３号．３４号．４０号横穴墓であ

る。調査時にはすでに削平されているため墓道は消失してしまっているが、造営時には上段と

下段にそれぞれ墓道があり、各々の横穴墓に付随していたものと推測される。そして、上段よ

りも下段に位置する横穴墓のほうが形態的に新しいことや、上段に分布する横穴墓の地質が固

結した凝灰質シルト層をねらっておこなわれており、下段に分布する横穴墓の地質は凝灰質

砂・砂質シルトの互層で非常にもろいことが認められることから､上段をある程度造墓した後、

下段に墓域が広がったことが窺える。これらの横穴墓の分布の在り方から見てＡ群には最低３

本の墓道があったことが推測される。この内の２本はⅢ支群の上下２段に位置するもので、あ

と１本はⅡ支群の各横穴墓の羨門につながっていたものである。

団Ｏ｢1９

空二一Q苫｡万・鋪f聖Ｉ

第54図群構成と墓道推定線

Ａ群のＩ～Ⅲ支群では、支群毎にそれぞれ横穴墓の内部構造や開口する方向、更に隣接する

横穴墓との配列や前庭部の共有する相互の位置関係によって、そこに幾つかの単位群が分類で

きるようである。すなわち、４号・５号横穴墓、６号・７号横穴墓、９号・’０号．１１号横穴墓、

１２号．１３号横穴墓、14号・’5号横穴墓、１６号・’7号横穴墓､２２号．２４号．２５号横穴墓､２８号．２９

号．３０号横穴墓､33号．３４号横穴墓､32号．３５号横穴墓､36号．３７号横穴墓､38号．３９号横穴墓、

41号．４２号横穴墓、４３号．４５号横穴墓、４９号．５０号横穴墓がそれである。

これらの単位群はおよそ２～３基を単位とする特徴が見られ、同じ高さに位置しているもの

で、上下段にまたがって単位群は形成されていない。単位群内にある横穴墓の内部を比較する

と同程度の規模であることから、横穴墓の被葬者に優劣を見いだすことはできない。しかしな

がら、単位群内において玄室の内部構造に形態変遷が認められることから、随時、造墓が展開

され単位群が形成された可能性が強い。それらを単位毎に見れば、まずＤ類の横穴墓（2号．２９

－７７－
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第６表形態変遷表

号．４７号横穴墓）が当間隔に単独で造墓を開始する。この内の28号．２９号．３０号横穴墓の単

位群では形態変遷により順次造墓が認められる。こうした造墓の展開する様子はそこに世代

の累代的な造墓現象が捉えられていると考えることができよう。これに続きＡ類ａやＢ類ａ

の形態を呈する横穴墓が造墓される。これらは前段階のＤ類の横穴墓の間に墓域をそれぞれ

確保して広がっており分布に秩序が見られる。それらの単位群をみると形態的に大差が見ら

れず、短時間の内に順次造られたことが窺える。よってこの段階では同世代における造墓と

言えよう。そして最終的にＢ類ｂやそれに続くＣ類の形態を呈する横穴墓が造墓される。こ

れらの分布は前段階に見られるような墓域を分割占有し、そこに空間を確保したものではな

く、下部や上部などにこれまで造られた横穴墓の墓域を避けて無秩序に掘削が行われている。

さらに、この段階の横穴墓の分布の在り方に粗密が認められる。特に14号横穴墓から23号横

穴墓にかけて、この段階の横穴墓が密集している。つまり造墓が衰退に従い、最終段階まで

造墓活動を行った造墓集団と造墓を打ち切った造墓集団とが存在したことを明示するものであ

る。おそらくは、この段階において墓域および造墓が規制されたことを意味しているであろう。

以上のように、最初に造墓活動を開始し形成された単位群（形成期）においては、世代の

累代的な現象を捉えらえられるものの、次の段階（Ａ類ａ.Ｂ類ａ）に出現した横穴墓およ

びこれによって形成された単位群（発展期・展開期）には、世代の累代的な現象を捉えるこ

とはできないものと考えられる。また、この段階において短時間に爆発的に造墓がおこなわ

れていることからも世代の継承とは考えられず傍系親族などの造墓集団の拡大として捉えら

れよう。そして最終段階（停滞期・衰退期）の横穴墓（Ｂ類ｂ・Ｃ類）に移っていくに従い、

規模の縮小と造墓数の減少傾向と共に墓域も規制され、終駕に向かっている。やはり世代の

累代的な現象は捉えられず、横穴墓の規模から追葬の減少も認められる。そしてこの傾向は、

有力造墓集団のみが最後まで造墓が行われたことを示唆しており、前段階から造墓集団に変

化が見られる。

このように、単位群の構成、群が形成する過程により造墓集団の最小単位と造墓集団の構

成を表しているといえよう。

群

支群

Ａ 群

Ⅲ 支群 Ⅱ支群 Ｉ支群

Ｂ群

段階 分類形
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】

1期
Ａ額aｌ

B罰a１．A繭ｂ

１８ ↓５．４【
：：

§；
：：

判Oｉ
ｇ骨

12.41 ５

2脳

：：

8ｉｉ２６
：：

：：

：：

：：．

？
〕 1３

11.10 49.50

Ⅲ期
Ａ類ａ２

Ｂ類a２

3１

3９

3１

3７

3531 3０ l：

９

Ⅳ期
Ｂ類ｂｌ

Ｂ類b２
1９

5‘４

Ｖ期 Ｃ類 4(
：：：

)4蕊；”ｉ
旬ｅ●◆■

2321201〔 1514 ８



３工具痕について

横穴墓は岩盤を剖り貫いて築造するため、なんらかの道具を使わなければならない。道具の

想定については出土遺物から知ることと､壁に残された工具の痕跡から推測することができる。

長谷横穴墓群については出土遺物に鉄盤が認められるが、横穴墓造墓当初の工具は発見されて

いない。かろうじて、横穴墓の大半が固結した凝灰質シルト層～砂質シルト層に掘削がおこな

われているため岩壁面に無数の工具痕が残されていた。このため、工具痕の幅、方向に注意を

払い観察をおこなった。その結果、造墓当初と二次的加工を含めて10種類の工具痕が認められ

た。これらを特徴や形状などから５種類に工具を分類した。以下、工具幅別に形状、方向、特

徴を説明する。

１類（１cm幅）…壁面を観察すると先端は１cmの幅で長方形を呈する。痕跡から工具は棒状

で円柱を成し、先端付近で尖るものと推測できる。痕跡は主に側壁の中央付近に見られ、上方

から真下方向に見られることから振り下ろすというよりハンマーなどによって打ち込む方法に

よるものと考えられる。また､床面には認められず壁面の拡張に使用されたことが窺える｡なお、

工具痕は全て造墓時の壁面を切っているため二次的加工によるものである。

２類(３cm幅)…６号横穴墓のみで観察された｡先端の刃先は．字形を成す｡壁面にはこの３ｃｍ

幅と１cm幅とが併存して認められた。

３類(４ｃｍ・５ｃｍ・5.5ｃｍ・６cm幅)…刃先は．字形を成し､痕跡は側壁において奥壁に向かっ

て水平方向、もしくはやや奥壁下がりに残存する。奥壁では上方から下方向に痕跡が見られる

他、刺突痕が観察できる。内部の状態より大半が造墓時の工具痕として認められる。

４類（７ｃｍ・８ｃｍ・１０cm幅）…刃先は隅丸ないしＵ字形を成し、拡張部分のみに観察できる。

工具の痕跡は側壁や奥壁の下部、さらに床面の掘り下げに集中している。痕跡より上方から下

方向に振り下ろすように掘削したものと理解できる。

５類（熊手状）…18号と31号横穴墓のみで観察される工具痕で、他の工具痕のように平滑で

なく、数条の引っ掻いた様な爪痕状の痕跡が見られる。これらをよく観察すると４条を一つの

単位としており、幅は6.5～７cm程である。いずれも拡張部分で観察できた。

以上のように、横穴墓の掘削には５種類の工具が観察されるが、特徴や形状などからこれら

の工具を推測することができよう。

１類は１cm幅のもので棒状の形状を成す。出土遺物の中に盤（27）が出土しており、形状な

どからこうした工具を想定できる。

２類は３cm幅のもので、出土遺物に平磐（26）があり、痕跡からすればこうした工具痕と推

定される。

３類は４～６cm幅の工具であり、大半が造墓時のものである。いずれも刃先は．字形を成し、

古墳や横穴墓から出土する鉄製の手斧と工具幅や壁面に残された痕跡が類似していることか
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ら、こうした工具が該当されよう。

４類は７～10cm幅の工具であり、全て拡張部分で観察されるもので二次的に使用されたもの

である。刃先は隅丸ないしＵ字形を成し、幅広い工具である。このため、工具としてはＵ字形

鍬が想定される。

５類は熊手状の工具であり、二次的加工に使用されている。こうした工具としては鉄製の又

鍬が想定できよう。

なお、１類・２類・４類・５類が３類より新しいという以外、時期差は明確にはできなかっ

た。さらに、横穴墓の形態の変化に伴い掘削時の工具の幅の変化は認められなかった。

また､造墓の掘削工程については二次的加工が多く、詳細は明らかにすることはできないが、

１８号横穴墓において掘削の痕跡が明瞭に確認できた。掘削は横穴墓内部に残きれた工具痕から

羨門から玄室の前方部にかけて直線的に工具痕を残す部分（Ａ工程）と、さらにそれより奥壁

にかけて水平方向に掘削を行った部分（Ｂ工程）に大きく二分される。この場合、２つの掘削

工程が考えられ、一つがＡ工程で掘削・調整が行われた後、Ｂ工程に進んだとするものと、Ｂ

工程からＡ工程に進んだものとする双方が推察できる。

玄室内部の調整は、大半の横穴墓においてほぼ同様に見られる。右側壁は手前から奥壁方向

に、奥壁は上から下に、左側壁は奥壁から羨道に向けて工具痕が観察される。天井は下から見

上げると時計回りに工具痕が残る。壁面や床面においてもやはり時計回りに調整が行われたこ

とが窺える。

このように、工具痕からは工具の種類、掘削工程、内部の調整などが判明でき、これにより

各横穴墓で似通った造墓技術の在り方を示していることを示唆することができた。これが、造

墓の掘削に専門集団を想定する一つの示唆するものであろうが、これには周辺部における他の

横穴墓群との比較をおこなう必要があろう。
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(当 掘削当初二…二次的加工）
第７表工具分類表

8２

横穴墓

番号

工 具

１ｃｍ ３ｃｍ ４ｃｍ ５ｃｍ 5.5cｍ ６ｃｍ ７ｃｍ ８ｃｍ １０cｍ 手

１号墓 当

２号墓 二

３号墓 二

４号墓 当

５号墓
一
一 当 当？

６号墓
一
一 二

７号墓

８号墓 当

９号墓 当
一
一 二

１０号墓 当 二

１１号墓 二 当

１２号墓 当

１３号墓
一
一 当

一
一 二

１４号墓 当

１５号墓 当

１６号墓

１７号墓
一
一

１８号墓 当

１９号墓 当

２０号墓 当

２１号墓 当

２２号墓 当

２３号墓 当

２４号墓 当

２５号墓 当

２６号墓 当

２７号墓 当

２８号墓 二 当 二 二

２９号墓
一
一 当 二

３０号墓 当 一
一

３１号墓 当 当 一
一

３２号墓 当 一
一

３３号墓 当
３４号墓 当

３５号墓 二 当 一
一

３６号蕊 当 二 一
一

３７号墓 当 一
一

３８号墓
一
一 当 一

一

３９号墓 当 二 二

４０号墓

４１号墓
一
一 当 二

４２号墓

４３号墓

４４号墓

４５号墓 当 二

４６号墓 当

４７号墓 二 当

４８号墓 当
４９号墓 当
５０号難 当



４結語

大分平野の横穴墓の展開は、豊前地域の竹並横穴墓群や上ノ原横穴墓群で確認された初期横

穴墓と言われるものが、５世紀後半にはこの地域で成立し、こうした墓制が伝播したものと考

えられている。横穴墓がどのような経路で伝播し展開していったかは定かではないが、大分平

野の横穴墓では以下の地域で分布が認められる。西大分の蕨川下流域、大分川下流右岸の高城

から曲にかけて連なる台地斜面、賀来川と大分川が合流する賀来地区北側の庄ノ原から上野に

かけて伸びる台地の南斜面、七瀬川左岸の木ノ上から下芹にかけての丘陵斜面、大野川の右岸

に発達した丹生台地の斜面、戸次を中心とする大野川の両岸の台地斜面とする、大きく分けた

６地域である。

まず、大分市で最も古い横穴墓は、現段階で木ノ上地区に所在する高来山横穴墓ときれてお

り、所産時期に５世紀後半から６世紀前半が当てられている。内部構造は平面形態が平入り長

方形を成し、天井はアーチ形を呈する。遺物は玄室内から鉄剣・銅鏡・鉄鉾・刀子・鉄雛など

が出土している。

これに続くものとして大野川右岸に位置する飛山横穴墓群が上げられる。造墓期間は６世紀

中葉から７世紀前半を中心とするもので次第に終篇を迎えたと考えられる。ただし、表採資料

に６世紀前半代における所産のものがあることから造営開始はさかのぼるものと推測される。

形態は平面が妻入り長方形もしくは方形を成し、天井が寄棟形を呈するものから、時期が下が

ると共に平面形態がやや不整形を成すようになり、天井もドーム形やアーチ形へ移行する。遺

物には金銅製雲珠・銀張鏡板・金銅張杏葉など、この時期の石室の群集墳の副葬品より優越し

ている。

飛山横穴墓群の造立後、６世紀後半には大分平野の各地域で急激に造墓が開始される。分布

状況から７世紀前半代に最盛期を迎えており、７世紀後半代には追葬と共に終駕に向かってい

る。この時期の横穴墓の内部構造は天井と奥壁の境界が明確に見られるアーチ形や箱型に類似

する平天井形を呈するものであるが、時間の流れと共に玄室は前壁が奥壁より狭まり、天井と

奥壁の形成が不明瞭なアーチ形や天井の低いドーム形に変遷していく。遺物は従前の横穴墓に

埋葬されている武器や馬具類など軍事的な様相が影を潜めるようになる。こうした動きは当初

横穴墓は在地の有力集団に一早く受け入れられ、軍事的に力を持った有力家長を中心に継承さ

れていったことを示しており、大分平野では石室の群集墳が見られず、飛山横穴墓群などで首

長墓クラスの副葬品に相当するものが収められている事象からすればこのことを認知できよ

う。さらに時間の経過は次第に造墓集団の拡大と共に横穴墓の増加を引き起こしている。

またこの時期の横穴墓群の群構成における単位群の分化の事例として、大分県三光村の上ノ

原横穴墓群の調査で、数メートル間隔でくぎられている墓域で連続的な造墓がおこなわれてお

り、これが一つの家族集団の累代的連続の表れとして考えられている。これについては横穴墓
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の被葬者の人骨から得られる形質人類学の見地からの分析において確かめられている。

なお、個々 の横穴墓群の分布はその裾部が可耕地として可能である地理的位置にあることか

ら、そこに農業経営基盤をおいていた集団が横穴墓群を造営したのであろう。しかしながら、

その地域でどの程度を経済単位とする集団が横穴墓群を形成したかは、言及しがたい。

長谷横穴墓群は調査により７世紀中葉の遺物が出土していることや横穴墓の玄室形態から、

６世紀後半から７世紀前半に横穴墓の造墓が開始きれ、順次展開していったものと思われる。

長谷横穴墓群はこうした７世紀代の群集墳としての様相を物語るものであり、大分平野の横

穴墓の衰退期に相当される。これまで大分平野では不明であった横穴墓の最終形態と群構成を

垣間見ることができた。おそらくは、この長谷横穴墓群に埋葬された被葬者はその前方に広が

る可耕地を基盤に生活を営んだ集団に相当するものであったに違いない。長谷横穴墓群が一つ

の集団で形成されたものか、いくつかの集団が集まって形成されたものかは不明である。横穴

墓のまとまりとして２～３基を単位にしており、出現期は最も中心的で岩質の良好な場所を選

んで掘削をおこなっている。この単位群は世代の累代的な現象が見られ、造墓集団の内で中心

的で優位な被葬者の様相が窺える。これに続く時期には､横穴墓間は等質的で優劣は見られず、

時間的に併行関係にあることから同世代間による造墓活動の様相が窺える。さらに造墓がピー

クを迎えており、ほぼ同時期に複数の被葬者に限定された墓域がそれぞれに与えられており、

造墓集団が拡大している。そして、造墓活動の開始から一定期間の後、横穴墓の数は減少し、

衰退に向っている。そこには、墓域の偏りが認められ、限られた家族集団の被葬者のみが埋葬

されたに違いない。それは造墓に対する規制が被葬者集団に影響を及ぼし、この内の有力家族

集団のみが造墓活動を続けることができたことの現われとして理解したい。このことは、終末

期における政治的規制を受けて造られた各地の古墳にも言えることであり、やはりこの横穴墓

群においても同様な経過をたどったものと言えよう。

これまでこの付近の遺跡からは６世紀から７世紀に相当する集落はおろか住居跡も発見され

ておらず横穴墓群との関係は分かっていない。今後、集落における住居跡の構成や集落間の繋

がりが明白になれば横穴墓群における群構成と比較し対応させることによって被葬者集団の姿

が明確になるものといえよう。
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５その他

長谷横穴墓群の35号．３６号横穴墓では奥壁の中央部分に掘り込み棚状の施設が認められる。

これらの横穴墓は床面が掘り下げられ内部が改変されている。棚状部分は二次的使用時に何ら

かの目的で造られたものと考えられ、煤が付着していないことから火の使用は認められない。

長谷横穴墓群には中世から江戸時代の出土遺物や後世の人骨片があることから、鎌倉地方を中

心に発達した矢倉と呼ばれる納骨堂兼供養堂や納骨の二次的利用と類似しており、これらとは

直接関係はないにしてもこうした二次的IIj利用が行われたものと推察される。

なお、４９号横穴墓では特種な付設施設が認められた。この49号横穴墓の前庭部の前端にはテ

ラスが広がり、その右前壁面に径40cm、深さl5cI11の柱穴状の掘り込みの世構が認められるもの

である。辿術の切り合いからすれば当初横穴墓造堆時に棚'|削されたものではなく、二次的に掘

削されたものと推察される。羨門や玄案内より平安時代の土師器が出土しており、追善供養が

行われその時に供献されたものであろう。このようなことから、この柱穴状遺術はこうした蛎

象と何らかの関係があると思われる。
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